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(57)【要約】
【課題】単に正逆回転するだけのシンプルな駆動モータ
が操作部に配置されていても、駆動モータを停止させる
際に回転伝達ワイヤに捩じれが発生せず、しかも回転伝
達ワイヤを必要な角度だけ回転駆動して十分な光学性能
を引き出すことができる内視鏡の回転機構のモータ停止
装置を提供すること。
【解決手段】螺旋溝２３が円柱の外周面の一回転以上の
範囲に連続して形成された螺旋柱体２０を、駆動モータ
１１の回転軸１１ｘと回転伝達ワイヤ９の基端軸９ｘと
の間に連結すると共に、螺旋溝２３に係合して配置され
て、螺旋柱体２０の回転動作によりガイド２７に沿って
スライド移動するスライド駒２５と、スライド移動した
スライド駒２５が当接することによりスライド駒２５の
それ以上のスライド移動を阻止して駆動モータ１１を停
止させるためのストッパ手段２８Ｆ，２８Ｒとを設けた
。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性を有する挿入部の基端に操作部が連結され、上記挿入部内に挿通配置された可撓
性の回転伝達ワイヤの先端が、上記挿入部の先端内に回転自在に配置された被操作部材に
連結されて、上記回転伝達ワイヤを基端側から回転操作するための駆動モータが上記操作
部内に配置された内視鏡の回転伝達機構において、
　螺旋溝が円柱の外周面の一回転以上の範囲に連続して形成された螺旋柱体を、上記駆動
モータの回転軸と上記回転伝達ワイヤの基端軸との間に連結すると共に、
　上記螺旋溝に係合して配置されて、上記螺旋柱体の回転動作により上記螺旋柱体の軸線
と平行方向に形成されたガイドに沿ってスライド移動するスライド駒と、スライド移動し
た上記スライド駒が当接することにより上記スライド駒のそれ以上のスライド移動を阻止
して上記駆動モータを停止させるためのストッパ手段とを設けたことを特徴とする内視鏡
の回転機構のモータ停止装置。
【請求項２】
　上記ストッパ手段が上記操作部に固定的に設けられた機械的ストッパであって、上記駆
動モータはその回転軸に所定以上の負荷が作用すると停止するように制御される請求項１
記載の内視鏡の回転機構のモータ停止装置。
【請求項３】
　上記ストッパ手段が、上記スライド駒の当接を電気的に検出するセンサーである請求項
１記載の内視鏡の回転機構のモータ停止装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡の回転機構のモータ停止装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　挿入部の先端に内蔵された対物光学装置において観察距離切換等の光学調整を行えるよ
うにした内視鏡においては、挿入部の基端側に連結された操作部に駆動モータを配置して
、対物レンズ等を移動させるための回転操作を遠隔的にモータ駆動で行うようにしたもの
がある。
【０００３】
　そのような内視鏡においては、挿入部内に挿通配置された回転伝達ワイヤの先端が、挿
入部の先端内に回転自在に配置された被操作部材に連結されて、回転伝達ワイヤの基端が
駆動モータに連結されている。
【０００４】
　ただし、内視鏡の操作部は操作性の上からできるだけ小型軽量に構成することが望まし
く、そのため、操作部内に配置される駆動モータはステップモータ等のような高機能なも
のではなく、単に正逆回転ができるシンプルなものが用いられている。
【０００５】
　しかし、そのような単純な駆動モータでは、ステップモータ等のような正確な停止位置
制御を行うことができない。そこで一般には、モータ軸に所定以上の負荷が作用すると駆
動モータを停止させる駆動制御回路を設けて、被操作部材の動作範囲の両端位置で駆動モ
ータが停止するようにしている。
【０００６】
　ところが、回転伝達ワイヤの先端側で被操作部材の動作が止まっても、回転停止により
生じる負荷が駆動モータに伝わるまでに、回転伝達ワイヤが全長にわたって捩じれる動作
が続く。
【０００７】
　そのため、次に回転伝達ワイヤが逆回転駆動されたときに、ワイヤの捩じれが元へ戻り
きってからしか被操作部材が動作を始めないので、手元操作と対物レンズ等の動作にタイ
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ムラグ（動作遅れ）が生じて操作性が損なわれてしまう。
【０００８】
　そこで、回転伝達ワイヤの基端側において駆動モータの回転を規制するために例えば１
８０°程度の円周溝状のストッパを設けて、回転伝達ワイヤの捩れが発生することなく駆
動モータが停止するようにしている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２－４８９８４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、特許文献１に記載された装置のような構造では、回転伝達ワイヤを一回転以上
回転駆動することができないので、対物光学装置側における光学調整の範囲が著しく制約
されてしまい、十分な光学的性能を発揮できない場合があった。
【００１０】
　本発明は、単に正逆回転するだけのシンプルな駆動モータが操作部に配置されていても
、駆動モータを停止させる際に回転伝達ワイヤに捩じれが発生せず、しかも回転伝達ワイ
ヤを必要な角度だけ回転駆動して十分な光学性能を引き出すことができる内視鏡の回転機
構のモータ停止装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の回転機構のモータ停止装置は、可撓性を
有する挿入部の基端に操作部が連結され、挿入部内に挿通配置された可撓性の回転伝達ワ
イヤの先端が、挿入部の先端内に回転自在に配置された被操作部材に連結されて、回転伝
達ワイヤを基端側から回転操作するための駆動モータが操作部内に配置された内視鏡の回
転伝達機構において、螺旋溝が円柱の外周面の一回転以上の範囲に連続して形成された螺
旋柱体を、駆動モータの回転軸と回転伝達ワイヤの基端軸との間に連結すると共に、螺旋
溝に係合して配置されて、螺旋柱体の回転動作により螺旋柱体の軸線と平行方向に形成さ
れたガイドに沿ってスライド移動するスライド駒と、スライド移動したスライド駒が当接
することによりスライド駒のそれ以上のスライド移動を阻止して駆動モータを停止させる
ためのストッパ手段とを設けたものである。
【００１２】
　なお、ストッパ手段が操作部に固定的に設けられた機械的ストッパであって、駆動モー
タはその回転軸に所定以上の負荷が作用すると停止するように制御されるようにしてもよ
い。或いは、ストッパ手段が、スライド駒の当接を電気的に検出するセンサーであっても
よい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、螺旋柱体の回転動作により螺旋柱体の軸線と平行方向に形成されたガ
イドに沿ってスライド移動するスライド駒が当接することによりスライド駒のそれ以上の
スライド移動を阻止して駆動モータを停止させるためのストッパ手段を設けたことにより
、単に正逆回転するだけのシンプルな駆動モータが操作部に配置されていても、駆動モー
タを停止させる際に回転伝達ワイヤに捩じれが発生せず、しかも回転伝達ワイヤを必要な
角度だけ回転駆動して十分な光学性能を引き出すことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　可撓性を有する挿入部の基端に操作部が連結され、挿入部内に挿通配置された可撓性の
回転伝達ワイヤの先端が、挿入部の先端内に回転自在に配置された被操作部材に連結され
て、回転伝達ワイヤを基端側から回転操作するための駆動モータが操作部内に配置された
内視鏡の回転伝達機構において、螺旋溝が円柱の外周面の一回転以上の範囲に連続して形
成された螺旋柱体を、駆動モータの回転軸と回転伝達ワイヤの基端軸との間に連結すると
共に、螺旋溝に係合して配置されて、螺旋柱体の回転動作により螺旋柱体の軸線と平行方
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向に形成されたガイドに沿ってスライド移動するスライド駒と、スライド移動したスライ
ド駒が当接することによりスライド駒のそれ以上のスライド移動を阻止して駆動モータを
停止させるためのストッパ手段とを設ける。
【実施例】
【００１５】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図４は本発明の第１の実施例の内視鏡の全体構成を示しており、可撓性の挿入部１の基
端には各種操作を行うための操作部２が連結されている。３は、挿入部１の先端付近に形
成された湾曲部を任意の方向に屈曲させる操作を行うための湾曲操作ノブである。
【００１６】
　挿入部１の最先端面に配置された観察窓５の奥には観察距離切換機能を有する対物光学
装置６が内蔵されており、そこで撮像された観察像信号が、挿入部１内に挿通配置された
可撓性の信号ケーブル７で伝送される。
【００１７】
　８は、回転動作自在に対物光学装置６に付設されたレンズ駆動機構部（被操作部材）で
あり、挿入部１内に挿通配置された可撓性の回転伝達ワイヤ９の先端がレンズ駆動機構部
８に連結されている。
【００１８】
　例えば回転伝達性のよいトルクワイヤ等で形成された回転伝達ワイヤ９は、可撓性のガ
イドシース１０内に緩く通された状態に全長にわたって挿通ガイドされている。ガイドシ
ース１０の基端は操作部２内に固定されている。
【００１９】
　操作部２内には、回転伝達ワイヤ９を基端側から回転駆動するための駆動モータ１１が
配置されていて、駆動モータ１１が回転するとその回転運動が螺旋柱体２０を介して回転
伝達ワイヤ９に伝達されて、先端のレンズ駆動機構部８が回転駆動される。
【００２０】
　そして、レンズ駆動機構部８が回転駆動されると、それによって対物光学装置６内のレ
ンズ群が移動して、ピントの合う被写体までの距離が変化する。１２は、駆動モータ１１
を停止状態と任意方向への回転状態とに切換操作するために操作部２に設けられた観察距
離切換操作部材である。
【００２１】
　駆動モータ１１は単に正逆回転だけが可能な単純なモータであり、駆動モータ１１の回
転軸に所定以上の負荷が作用すると駆動モータ１１を停止させるよう制御する公知の駆動
制御回路３０が設けられている。駆動モータ１１の正逆転動作は、図示されていない手動
スイッチ操作で開始される。
【００２２】
　図１は、操作部２内に設けられた駆動モータ１１付近の側面断面図、図２はそのII－II
断面図であり、駆動モータ１１を支持するモータ支持体１４が、操作部２内の固定部材で
ある操作部フレーム１３にビス止め固定されている。
【００２３】
　螺旋溝２３が円柱の外周面の一回転以上（例えば、二回転）の範囲に連続して形成され
た螺旋柱体２０の両端軸線位置には、一直線上に間隔をあけて配置された駆動モータ１１
の回転軸１１ｘと回転伝達ワイヤ９の基端軸９ｘとが連結されている。
【００２４】
　螺旋柱体２０は、操作部フレーム１３にビス止め固定されたホルダ２１にベアリング２
２を介して軸線周り方向に回転自在に支持されている。ホルダ２１には、ガイドシース１
０の基端も連結固定されている。
【００２５】
　そのような螺旋柱体２０に形成された螺旋溝２３には、図３に単体で示されるスライド
駒２５から例えば半球状に突出形成された係合突起２６が緩く（但しガタつきのない程度
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に）係合している。
【００２６】
　例えば直方体状に形成されたスライド駒２５は、図１及び図２に示されるように、ホル
ダ２１の床面部に螺旋柱体２０の軸線方向と平行に真っ直ぐに形成されたガイド溝２７（
ガイド）に係合している。その結果、螺旋柱体２０が回転動作をすると、スライド駒２５
がガイド溝２７に沿って螺旋柱体２０の軸線と平行方向にスライド移動する。
【００２７】
　そして、図５に示されるように、スライド駒２５が前方（図において左方）にスライド
移動してホルダ２１に形成された前側ストッパ２８Ｆ（機械的ストッパ）に当接すると、
スライド駒２５のそれ以上のスライド移動が阻止されて螺旋柱体２０の回転が阻止され、
それによって、駆動モータ１１の回転軸１１ｘに所定以上の負荷が作用して、駆動制御回
路３０の制御動作により駆動モータ１１が停止する。
【００２８】
　スライド駒２５が後方に移動して後側ストッパ２８Ｒ（機械的ストッパ）に当接した場
合も、同様にして駆動モータ１１の回転軸１１ｘに所定以上の負荷が作用して駆動モータ
１１が停止する。
【００２９】
　したがって、駆動モータ１１を停止させる際に回転伝達ワイヤ９に捩じれが発生せず、
しかも回転伝達ワイヤ９を（したがってレンズ駆動機構部８を）一回転以上の所望の角度
だけ回転駆動することができるので、対物光学装置６の光学性能を十分に引き出すことが
できる。
【００３０】
　図６は、本発明の第２の実施例を示しており、スライド移動したスライド駒２５が当接
すると、スライド駒２５の当接を電気的に検出してその検出信号を駆動制御回路３０′に
出力するセンサー２８Ｆ′，２８Ｒ′を、ガイド溝２７の前後両端位置にストッパ手段と
して配置したものである。駆動制御回路３０′は、センサー２８Ｆ′，２８Ｒ′からの信
号入力により駆動モータ１１を停止させる。本発明は、このような構成のものにも適用す
ることができる。
【００３１】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば、回転伝達ワイヤ９によ
り回転駆動される被操作部材が、対物光学装置６の焦点距離を変化させるズーム作動機構
等であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡の回転機構のモータ停止装置の側面断面図である
。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡の回転機構のモータ停止装置の図１におけるII－
II断面図である。
【図３】本発明の第１の実施例のスライド駒の単体斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施例の内視鏡の全体構成図である。
【図５】本発明の第１の実施例においてスライド駒が移動した状態の内視鏡の回転機構の
モータ停止装置の側面断面図である。
【図６】本発明の第２の実施例の内視鏡の回転機構のモータ停止装置の側面断面図である
。
【符号の説明】
【００３３】
　１　挿入部
　２　操作部
　６　対物光学装置
　８　レンズ駆動機構部（被操作部材）
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　９　回転伝達ワイヤ
　９ｘ　基端軸
　１１　駆動モータ
　１１ｘ　回転軸
　２０　螺旋柱体
　２１　ホルダ
　２３　螺旋溝
　２５　スライド駒
　２６　係合突起
　２７　ガイド溝（ガイド）
　２８Ｆ，２８Ｒ　機械的ストッパ（ストッパ手段）
　２８Ｆ′，２８Ｒ′　センサー（ストッパ手段）

【図１】 【図２】

【図３】
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